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編編 集集 後後 記記
　体力科学第74巻 4 号をお届けします．今号は「サルコ
ペニアについて熟考する」と題して巻頭言と 4篇の総説
論文から構成されています．この分野の専門家の方々か
ら，さらに内容を絞ったテーマで最新の知見がまとめら
れていますので，ぜひお楽しみいただければと思います．
　さて，今回のテーマ，サルコペニアが生じる「筋」に
ついて少し考えてみましょう．筋は身体運動制御の視点
からは，運動制御系を構成する最終出力器官と捉えられ
ます．単純化して捉えれば一個の出力パーツであり，そ
の役割は制御的視点からはさほど大きく無い様にも思わ
れます．しかし実際には，その出力の制御は，運動単位
から全筋レベル，そして全身の筋の時空間的出力パター
ンに至る複雑な制御であって単純ではありません．例え
ば神経損傷によってたった一個の筋が麻痺したとして，
その出力を人工的に制御することで全身の運動を成立さ
せることは，現在の科学技術をもってしても不可能とい
えます．最終出力器官といえども，その制御はそれほど
単純ではないからです．しかし，精密な制御が困難とし
ても，車椅子や補装具などを用いれば生活に必要な機能
はかなりの部分を補完することができます．私は身体に
障がいがあって運動が困難な人々の運動制御を研究して

きました．脊髄損傷によって下半身に麻痺が生じ，車い
す生活を余儀なくされた方の麻痺筋を神経再生などに
よって，元のように再び動かすことができる様にするこ
とは未だに困難です．しかし，身体の移動については車
いすを用いることである程度代替・補完することができ
ます．つまり生活機能的には補完がある程度可能です．
ところが，皆さんご存知のように使われなくなった筋は
みるみる萎縮し，これが全身の機能に悪影響を与える危
険性が増大してしまいます．この点は見逃すことができ
ません．サルコペニアが単に運動に影響を与えるだけで
はないことと共通します．近年のマイオカインの発見は，
筋が単なる運動制御系の出力器官としての役割のみなら
ず，全身の他の臓器との連絡を通じて全身機能を健全に
保つためにも重要な役割を担っていることを明らかにし
ました．骨格筋の役割が新たに見直されている今日，体
力医学，運動生理学，運動栄養学，運動神経科学など関
連領域の社会的意義もますます高まっているといえるで
しょう．
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